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 土地改良区の概要
◆受益面積　5,576ha
◆組合員数　2,859人

「日向川土地改良区 新役員」
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盛
夏
の
候
、
組
合
員
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
栄

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
よ
り
当
土
地
改
良
区
の

事
業
運
営
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
私
は
任
期
満
了
に
伴

う
役
員
選
挙
に
お
い
て
理
事
に
当
選

し
、
7
月
1
日
か
ら
引
き
続
き
、
理

事
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
山
積

す
る
課
題
が
多
い
中
で
、
役
員
並
び

に
関
係
各
位
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
組
合
員
の
負
託
に
応
え
て

い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

改
正
土
地
改
良
法
の
施
行
に
よ
り
、

総
代
選
挙
に
お
け
る
市
町
選
挙
管
理

委
員
会
に
よ
る
管
理
の
廃
止
、
利
水

調
整
の
ル
ー
ル
化
及
び
複
式
簿
記
の

導
入
な
ど
、
今
年
度
か
ら
新
た
な
運

営
体
制
に
移
行
し
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
、
今
年
5
月
に
任
期
満
了
に
伴

う
総
代
選
挙
が
土
地
改
良
区
管
理
に

よ
り
初
め
て
執
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
無
投
票
に
よ
り
新
人
26
名

を
含
む
51
名
の
総
代
が
当
選
さ
れ
て

い
ま
す
。
新
総
代
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
地
元
組
合
員
の
声
を
汲

み
上
げ
な
が
ら
、
土
地
改
良
区
運
営

を
決
定
す
る
最
高
議
決
機
関
で
あ
る

総
代
会
で
意
見
を
戦
わ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
の
耕
起
、
代
掻
き
、
田
植
え

作
業
に
つ
い
て
は
、
若
干
の
遅
れ
が

見
ら
れ
た
も
の
の
大
き
な
問
題
は
無

く
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。
今
年
の

冬
は
記
録
的
な
小
雪
と
な
り
、
春
先

の
用
水
不
足
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、

最
上
川
さ
み
だ
れ
大
堰
を
早
期
に
起

立
し
て
い
た
だ
い
た
お
陰
も
あ
り
、

代
掻
き
期
間
初
日
か
ら
か
ん
が
い
用

水
は
各
河
川
と
も
十
分
な
取
水
量
を

確
保
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
し

か
し
、
そ
の
後
に
荒
瀬
川
が
計
画
取

水
量
を
下
回
る
状
況
に
な
り
、
今
後

の
用
水
に
不
安
が
残
る
こ
と
か
ら
、

就
任
に
あ
た
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
富 

樫  

善 

弘

ポ
ン
プ
運
転
に
係
る
節
電
・
節
水
を

こ
れ
ま
で
以
上
に
徹
底
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
組
合
員
の
皆

様
に
は
、
例
年
に
も
増
し
て
節
水
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

揚
水
機
場
を
は
じ
め
と
す
る
多
く

の
土
地
改
良
施
設
は
、
老
朽
化
の
た

め
に
更
新
事
業
の
実
施
が
急
務
と
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
組
合
員

負
担
の
少
な
い
高
補
助
率
の
事
業
を

活
用
し
て
施
設
更
新
を
進
め
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

日
向
川
小
水
力
発
電
は
順
調
に
稼

働
し
て
い
る
状
況
で
、
令
和
元
年
度

決
算
で
約
２,
２
０
０
万
円
の
売
電

収
入
の
う
ち
、
約
１,
０
０
０
万
円

を
揚
水
機
場
の
電
気
料
金
に
充
当
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
現
在
非
か

ん
が
い
期
も
発
電
機
の
2
台
運
転
が

可
能
に
な
る
よ
う
、
発
電
用
水
利
権

の
新
規
取
得
手
続
き
を
進
め
て
い
ま

す
。
こ
れ
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
更
な

る
売
電
収
入
の
増
額
が
見
込
ま
れ
維

持
管
理
費
の
軽
減
に
つ
な
が
っ
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

国
の
令
和
2
年
度
農
業
農
村
整
備

事
業
関
係
予
算
に
つ
い
て
は
、
緊
急

対
策
予
算
と
令
和
元
年
度
補
正
予
算

を
合
わ
せ
、
昨
年
よ
り
64
億
円
増
の

６,
５
１
５
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

管
内
事
業
が
進
捗
す
る
よ
う
関
係
機

関
に
働
き
か
け
な
が
ら
、
引
き
続
き
、

事
業
予
算
の
確
保
や
農
作
業
軽
減
の

た
め
の
排
水
路
の
管
路
化
な
ど
、
農

業
生
産
基
盤
の
整
備
を
要
望
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

世
界
中
で
感
染
が
拡
大
し
て
い
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
各
種
行

事
や
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
な
ど
、
我
々

の
生
活
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い

ま
す
。
会
議
な
ど
の
開
催
に
あ
た
っ

て
は
感
染
予
防
の
取
り
組
み
を
続
け

て
い
き
ま
す
が
、
一
日
も
早
い
終
息

を
願
う
ば
か
り
で
す
。
最
後
に
、
今

後
も
健
全
な
運
営
に
役
職
員
一
丸
と

な
っ
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

組
合
員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

総代当選証書付与
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日向川頭首工

荒瀬川頭首工

平沢揚水機場

導水幹線用水路

草薙頭首工

下井皿幹線用水路

前川幹線用水路

立谷沢川

最上川

荒瀬川

【国営】最上川下流右岸地区（S33～45）

日本海

日向川

相沢川

就
任
の
ご
挨
拶

　

日
向
川
土
地
改
良
区
組
合
員
の
皆

様
に
は
、
日
頃
よ
り
農
業
農
村
整
備

事
業
の
推
進
並
び
に
当
事
務
所
の
業

務
の
実
施
に
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

こ
の
た
び
東
北
農
政
局
西
奥
羽
土

地
改
良
調
査
管
理
事
務
所
長
に
着
任

い
た
し
ま
し
た
西
野
徳
康
と
申
し
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
農
業
農
村
整
備
事
業
の
関

係
予
算
に
つ
い
て
、
収
益
力
の
向
上

の
た
め
高
収
益
作
物
の
導
入
推
進
や

生
産
コ
ス
ト
低
減
に
資
す
る
ス
マ
ー

ト
農
業
へ
の
対
応
と
い
っ
た
「
農
業

競
争
力
強
化
」、
老
朽
化
し
た
農
業

水
利
施
設
の
適
時
的
確
な
補
修
・
更

新
や
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た

東
北
農
政
局

西
奥
羽
土
地
改
良
調
査
管
理
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　  

所 

長
　
西 

野  

徳 

康

昨
年
の
台
風
を
は
じ
め
と
し
た
頻
発

す
る
豪
雨
災
害
等
を
踏
ま
え
た
対
策

を
行
う
「
国
土
強
靱
化
」
を
二
つ
の

大
き
な
柱
と
し
た
令
和
2
年
度
予
算

が
成
立
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
令

和
元
年
度
補
正
予
算
、「
防
災
・
減
災
、

国
土
強
靱
化
の
た
め
の
3
か
年
緊
急

対
策
」
と
し
て
の
臨
時
・
特
別
の
措

置
を
含
め
る
と
、
前
年
よ
り
64
億
円

増
の
6,
5
1
5
億
円
の
予
算
と
な

っ
て
お
り
、
皆
様
の
ご
尽
力
の
賜
物

と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
、
国
営
最
上
川
疎
水
事
業

（
最
上
川
下
流
右
岸
農
業
水
利
事
業
）

が
完
工
し
て
50
年
に
あ
た
り
ま
す
。

最
上
川
か
ら
の
取
水
を
可
能
に
し
た

草
薙
頭
首
工
を
は
じ
め
幹
線
水
路
を

開
削
し
て
地
域
に
導
水
か
ん
が
い
し
、

用
水
改
良
を
行
う
と
と
も
に
、
排
水

路
の
改
修
を
実
施
し
て
用
排
完
全
分

離
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
農
業
用
水

の
合
理
的
利
用
を
図
る
基
盤
整
備
を

実
施
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
幾
多
も
の
水
害
や
旱
魃

を
克
服
し
、
組
合
員
の
皆
様
の
ご
労

苦
に
よ
り
、
こ
う
し
て
整
備
さ
れ
た

施
設
を
含
め
丁
寧
に
管
理
さ
れ
て
き

た
土
地
改
良
施
設
で
す
が
、
こ
れ
を

次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
も
、
地

域
の
農
業
農
村
の
将
来
を
展
望
し
、

必
要
と
な
る
農
業
生
産
基
盤
の
あ
り

方
に
つ
い
て
皆
様
と
一
緒
に
考
え
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
の
た
め
、

各
施
設
の
機
能
診
断
や
現
況
を
踏
ま

え
た
水
利
調
査
な
ど
を
も
と
に
、
関

係
の
皆
様
と
と
も
に
整
備
構
想
の
構

築
に
向
け
て
、
鋭
意
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
と

も
に
、
貴
土
地
改
良
区
の
益
々
の
ご

発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

草薙頭首工
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芹田
池田　　隆

福山
冨樫　寛行

新 総 代 の 紹 介
　任期満了に伴い、総代選挙が執行されました。その結果、新人26名を含めた51名の
総代が当選されました。今後の土地改良区の事業運営、更には地域のリーダーとして
大いなる期待が寄せられています。

●
第
1
選
挙
区

●
第
3
選
挙
区

●
第
5
選
挙
区

●
第
6
選
挙
区

中吉田
伊藤　　隆

吉田新田
斎藤　　譲

鶴田
渡邉　　桂

荒町
髙橋　準一

安田
守屋　仁志

西野町
佐藤　源一

上安町
土井　　豊

下星川
兵藤　卓弥

吉田
渡部　利春

●
第
2
選
挙
区

●
第
7
選
挙
区

家の前
荒生　　隆

新田目
佐藤　　貢

田村
伊與田眞夫

山添
髙橋　清信

●
第
4
選
挙
区

前川
土門　歳夫

寺田
荘司　俊一

法連寺
佐藤　良市

新田目
梅津　祐太

越橋
佐藤　光寿

上市神
伊藤　正行

升田
村上　正司

観音寺
斎藤　陽一

城輪
池田　健一

豊原
後藤　敏之

古川
佐藤　浩良

草津
池田　　修
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●
第
8
選
挙
区

●
第
9
選
挙
区

●
第
10
選
挙
区

●
第
11
選
挙
区

●
第
12
選
挙
区

新青渡
髙橋　昌人

金生沢
髙橋　久治

前門
伊藤　伸一

水上
池田　正和

坊主新田
川俣　幸喜

藤塚
佐藤　幸晴

下市神
伊藤　幸紀

久保田
澁谷　享治

関
小野寺秀樹

宮内
佐藤　達雄

下小松
池田　信一

福島
土岐田　伸

藤崎
青山　光三

漆曽根
富樫　善弘

荻島
後藤　尚登

鹿野沢
後藤　　功

前副理事長
故 那須　博義 氏

漆曽根
白旗　　均

寺内
後藤　小一

三川
那須　耕司

六ツ新田
遠田　典雄

牧曽根
今井　正彰

横代
守屋　裕蔵

石辻
庄司　　徹

外野
石黒　藤衛

　

令
和
２
年
３
月
13
日
に

通
常
総
代
会
が
開
催
さ
れ
、

永
年
に
亘
り
功
績
の
あ
っ
た

下
記
６
名
の
方
々
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和

２
年
１
月
に
逝
去
さ
れ
た

前
副
理
事
長
の
那
須
博
義
氏

に
対
し
、
平
成
４
年
か
ら
の

７
期
27
年
７
カ
月
に
亘
る

総
代
と
し
て
の
功
績
を
称
え

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

写
真
前
列
左
よ
り�

（
敬
称
略
）

総
代
　
白
旗
　
　
均（
漆
曽
根
）

 

同 

　
池
田
　
俊
一（
上
星
川
）

 

同 

　
後
藤
　
　
功（
鹿
野
沢
）

 

同
　 

佐
藤
　
源
一（
西
野
町
）

 

同
　 

佐
藤
　
　
透（
金
生
沢
）

 

同
　 

伊
藤
　
幸
紀（
下
市
神
）

 

永
年
勤
続
表
彰



令和₂年₇月１₅日発行 （6）広 報 日 向 川

令和２年度予算

一般会計予算内訳表（旧特別会計地区）
旧 観 音 寺 地 区 18,000,000円 旧 東 平 田 地 区 19,200,000円

旧 西 荒 瀬 地 区 17,300,000円 旧 北 平 田 地 区 15,700,000円

旧日向川右岸地区 37,400,000円 旧 平 田 地 区 39,800,000円

旧 庄 内 地 区 64,500,000円 旧 大 沢 地 区 700,000円

■一般会計 予算額  ５１２,８００,０００円

■特別会計
　県営日向川地区小水力発電事業費特別会計　予算額 27,320,000円

※旧特別会計地区は一般会計に統合されましたが、旧地区ごとに分類されています。

土地改良事業収入
372,111,000円
72.57％

歳出

歳入

一般管理費支出
128,580,000円
25.07%

土地改良事業費支出
347,370,000円
67.74%

予備費、その他支出
7,593,000円
1.48%

土地改良事業費支出の中には
共同管理負担金
22,002,000円

が含まれています。

その他収入
5,142,000円
1.00％

繰越金
17,798,000円
3.47％

補助金等収入
34,519,000円
6.73％

基本財産・
特定資産取崩収入
45,357,000円
8.85％ 附帯事業収入

1,960,000円
0.38％

基本財産・
特定資産積立支出
12,085,000円
2.36%

交付金収入
35,913,000円
7.00％

固定資産取得支出
2,902,000円
0.57%

借入金返済支出
10,831,000円
2.11% 土地改良事業負担金支出

3,439,000円　0.67%



（7） 令和₂年₇月１₅日発行 広 報 日 向 川

令和2年度　事業計画
（単位：千円）

事　業　名 事業費 備　　　考

国営造成施設管理体制整備促進事業 14,440
管理体制整備型　第₄期

【事業期間 平成30年度～令和₄年度】

県営基幹水利施設管理事業 31,700
平沢揚水機場 18,890
導水幹線用水路(草薙頭首工含む） 12,810

維持管理適正化事業 39,900

新堰幹線用水路(目地補修） 3,700
蕨岡揚水機場(ポンプ） 6,000
下井皿揚水機場(ポンプ） 8,000
横代揚水機場(ポンプ、高架タンク） 6,200
郷之目第一揚水機場(除塵機） 6,000
郷之目第一揚水機場(ポンプ） 10,000

酒田市(単独）小規模土地改良事業 3,000

刈屋排水路(法面補修） 900
下井皿排水路(法面補修） 750
六ツ新田揚水機場(安全施設） 600
吉田新田揚水機場(安全施設） 750

遊佐町(単独）小規模土地改良事業 1,500 日向川右岸地区パイプライン(空気弁補修） 1,500

農業水路等長寿命化・防災減災事業 6,600
興休揚水機場(逆止弁） 4,100
前川第二揚水機場(逆止弁） 2,500

【事業期間 平成31年度～令和₃年度】予定

農地耕作条件改善事業 11,270

豊里排水機場(ポンプ） 2,900
前川支線排水路(溝畔嵩上げ） 1,320
観音寺地区パイプライン(圧力伝送器） 650
六ツ新田揚水機場(高架タンク、配管交換） 1,800
寺田揚水機場(建屋屋上防水） 2,800
郷之目第二揚水機場(高架タンク、配管交換） 1,800

【事業期間 平成30年度～令和₂年度】予定

水利施設等保全高度化事業 21,500

①日向川北部地区(実施計画策定） 15,000
　　対象施設　 日向川頭首工、福島揚水機場、
　　　　　　　前川第一揚水機場、本楯揚水機場、
　　　　　　　右岸除塵機
②北平田地区(実施計画策定） 6,500
　　農地整備調査事業
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記号 名　　称 10ａ当り単価 前年度比較 納期

０１Ａ 10分地域 3,700円 － 第₁期
R₂.₅.29
第₂期

R₂.10.30

０１Ｂ ₈分地域 2,960円 －

０１Ｃ ₆分地域 2,220円 －

０１Ｄ ₅分地域 1,850円 － R₂.10.30

（△印：減）

（△印：減）

令和２年度経常賦課金一覧表

令和２年度特別賦課金一覧表
※記号は賦課金通知書に記載されています。

※記号は賦課金通知書に記載されています。

記　号 名　　　　称 区　　分 10ａ当り単価 前年度比較 納　期

０２Ｇ 県営観音寺地区　パイプライン地区 維持管理費 2,000円 －
R₂.₅.29

０２１ 　　〃　　　　　オープン水路地区 維持管理費 800円 －

０２２ 　　〃 事業償還金 2,230円 － R₂.10.30

０３Ｊ 日向川右岸地区 維持管理費 1,700円 － R₂.₅.29

０４Ｋ 東平田地区 維持管理費 3,100円 － R₂.₅.29

０５Ｒ 北平田地区 維持管理費 3,700円 － R₂.₅.29

０６Ｓ 庄内地区 維持管理費 3,400円 － R₂.₅.29

０７Ｔ 平田地区 維持管理費 4,600円 － R₂.₅.29

１５Ｖ 西荒瀬地区 維持管理費 2,800円 － R₂.₅.29

１６１ 県営日向上流地区 事業償還金 3,500円 － R₂.10.30

１７１ 県営大台地区 事業償還金 3,600円 － R₂.10.30

１８Ｗ 大沢地区 維持管理費 400円 － R₂.₅.29

議　長
冨樫 寛行

令
和
元
年
度
通
常
総
代
会

【
主
な
質
問
及
び
意
見
一
覧
】

●
総
代
　
㈱
和
農
日
向

・
決
算
書
の
公
表
方
法
に
つ
い
て

・�

維
持
管
理
基
金
の
利
用
計
画
に
つ

い
て

・
役
員
の
被
選
挙
権
に
つ
い
て

・�

雪
不
足
に
よ
る
渇
水
対
策
に
つ
い

て
●
総
代
　
斎
藤 

陽
一

・
嘱
託
職
員
の
給
与
に
つ
い
て

●
総
代
　
池
田 

俊
一

・
各
地
区
浚
渫
費
の
内
容
に
つ
い
て

　
令
和
₂
年
₃
月
13
日
、
令
和
元

年
度
通
常
総
代
会
が
開
催
さ
れ
、

48
名
中
47
名
の
出
席
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
福
山
地
区
出
身
の
冨
樫

寛
行
議
長
の
も
と
で
、
承
認
₄
件
、

議
案
25
件
が
上
程
さ
れ
、
す
べ
て

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。



　令和₂年度の当改良区賦課金は、４月１日現在において土地原簿に登載されている地積を対象に
賦課されます。
　農地の権利関係に移動があったときは、土地改良区に必ずお届け下さい。
　農業委員会に届出済み、あるいは登記の完了により、土地改良区の土地原簿も必然的に訂正され
るとお考えの方も多いようですが、当人からの届出がない限り前組合員に賦課されることになりま
すのでご注意下さい。
　届出の用紙は当改良区または庄内みどり農業協同組合各支店金融窓口に備えております。

農地移動の届出は忘れずに

◦農地を移動した時（売買、交換、賃貸借等）　◦農業者年金を受けようとする時（経営移譲）
◦組合員が亡くなられた時　◦住所を変更した時　◦口座を変更した時
※賃貸借等の契約期間満了による解約の場合も届出が必要です。

次 の 場 合 は 届 出 を

個人一括繰上償還 令和₂年度　一括繰上償還金額

　県営ほ場整備事業地元負担金の借入金は毎年計
画的に償還していますが、希望される方について
は次の要領で個人一括繰上償還を実施しています
ので、申請手続きを行って下さい。

１. 申請期限　　　　　令和₂年₇月29日
2. 償還金納入期限　　令和₂年１2月2１日

地区名 10ａ当り単価 最終償還年度

観音寺地区 6,399円 令和₈年度

日向上流地区 3,453円 令和₆年度

大台地区 3,283円 令和₆年度

（9） 令和₂年₇月１₅日発行 広 報 日 向 川

国営かんがい排水事業「最上川下流沿岸地区」
事業完了後のアンケ―ト調査実施のお知らせ
　上記事業の完了後、一定期間を経過した今般、地域の農業や環境等に及ぼした影響や効果を
把握するため、農林水産省所管による「農業や生活環境に関するアンケート」を実施いたします。
　調査は当改良区の組合員の皆様から無作為に対象者を抽出し、各総代を通じて配布と回収を
行う予定です。
　事業効果の評価、更には今後の事業運営に関わる大切な調査ですので、お手元にアンケート
が届いた方は回答にご協力下さいますようお願いいたします。

≪協力機関≫　　　　　　　　≪実施主体≫
　日向川土地改良区　　　　　　農林水産省東北農政局西奥羽土地改良調査管理事務所



総務委員会　委員20名 用排水･事業委員会　委員19名 特別委員会　委員12名

広報委員会　委員₅名

◎委員長：遠田　典雄

◯池田　正和　◯兵藤　卓也

◯荘司　俊一　◯斎藤　　譲

◯髙橋　久治　◯伊藤　伸一

◯伊藤　　隆　◯池田　健一

◯髙橋　清信　◯小野寺秀樹

◯渡部　利春　◯後藤　小一

◯青山　光三　◯伊與田眞夫

◯土岐田　伸　◯土井　　豊

◯斎藤　陽一　◯佐藤　良市

◯白旗　　均　◯伊藤　幸紀

◎委員長：佐藤　浩良

◯梅津　祐太　◯守屋　仁志

◯渡邉　　桂　◯池田　信一　

◯那須　耕司　◯川俣　幸喜

◯荒生　　隆　◯後藤　敏之　

◯池田　　修　◯髙橋　準一

◯佐藤　達雄　◯伊藤　正行

◯髙橋　昌人　◯後藤　尚登

◯村上　正司　◯澁谷　享治　

◯冨樫　寛行　◯後藤　　功

◯佐藤　源一

◎委員長：佐藤　光寿

◯那須　耕司　◯荒生　　隆

◯髙橋　久治　◯池田　健一

◯後藤　敏之　◯渡部　利春

◯池田　　修　◯伊藤　正行

◯土岐田　伸　◯澁谷　享治

◯冨樫　寛行　◯後藤　　功

◎委員長：守屋　裕蔵
◯池田　正和　◯斎藤　　譲
◯伊藤　　隆　◯斎藤　陽一
◯白旗　　均

理 事 長　富樫　善弘

副理事長　佐藤　光寿　特別委員会委員長

理　　事　池田　　隆　会計係理事

理　　事　佐藤　幸晴　庶務係理事

理　　事　土門　歳夫　かんがい排水係理事
　　　　　　　　　　　配水委員会委員長

理　　事　庄司　　徹　工事係理事

理　　事　遠田　典雄　総務委員会委員長

理　　事　佐藤　浩良　用排水・事業委員会委員長

理　　事　守屋　裕蔵　広報委員会委員長

　任期満了に伴い役員選挙が執行され、無投
票により12名が当選されました。
　新執行体制と職務分担並びに委員会構成を
ご紹介します。新執行体制

前
列
右
よ
り

　
　
佐
藤
　
幸
晴

　
総
括
監
事

　
　
佐
藤
　
　
貢

　
理 

事 

長

　
　
富
樫
　
善
弘

　
副
理
事
長

　
　
佐
藤
　
光
寿

　
　
池
田
　
　
隆

後
列
右
よ
り

　
　
守
屋
　
裕
蔵

　
　
佐
藤
　
浩
良

　
　
遠
田
　
典
雄

　
　
土
門
　
歳
夫

　
　
庄
司
　
　
徹

　
　
今
井
　
正
彰

　
　
石
黒
　
藤
衛

総括監事　佐藤　　貢

監　　事　今井　正彰

監　　事　石黒　藤衛

監　事

〔任期〕
令和₂年₇月₁日から
令和₆年₆月30日まで

理　事

令和₂年₇月１₅日発行 （10）広 報 日 向 川



令和₂年度 事務執行体制

参事
齋藤　　伸

総務課長
阿部　幸義

頭首工管理責任者
工務課長
庄司　　学

庶務係長
菅原　幸平
［庶務、財務、賦課事務］

企画係長
庶務係長兼務
［広報、21世紀土地改良区創造運動］

工務係長
金野　良幸
［県営事業の地元調整、団体営事業、
 災害復旧、他目的申請］

管理係長
岡部　　祥
［用排水施設の維持管理、管理体制、適正化
 小規模、国営事業の地元調整、小水力発電］

技師
村上　　輔
職務限定職員
阿部　　修
職務限定職員
伊藤　　斉
職務限定職員
三浦　　忍
臨時的雇用職員
芝田　　明

主事
斎藤　拓也

主任
佐藤実可子

技師
冨山　湧太
（管理係兼務）

会計課長
志藤はるみ

総務課₃人

工務課₉人

会計課₃人
会計係長
仲川　大樹
［区費徴収、現金の出納業務、借入業務］

令和₂年₇月₁日現在

（11） 令和₂年₇月１₅日発行 広 報 日 向 川
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田
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ツ
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三
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の

声

　

私
は
今
年
で
就
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め
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当
初
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も
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か
ら
の

ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、
両
親
や
周
囲
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す
。

　

就
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、
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す
。

　

現
在
、
私
の
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で
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空
か
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全
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、
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デ
ー
タ
を
解
析
し
て
様
々
な
判

断
材
料
に
す
る
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン

グ
と
い
う
技
術
の
導
入
を
始
め
ま
し

た
。
い
わ
ゆ
る
ス
マ
ー
ト
農
業
と
い

う
も
の
で
す
。
こ
の
技
術
が
一
般
的

な
も
の
に
な
っ
て
い
く
か
は
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
農
業
が
新
し
い
時
代
に

な
っ
て
い
く
気
が
し
て
、
こ
れ
か
ら

が
楽
し
み
で
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経営規模　田　9.0ha
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印刷　株式会社 小松写真印刷
　　　酒田市京田2-59-3　TEL0234-41-0011㈹

　

記
録
的
暖
冬
に
よ
る
小
雪
で
始
ま
っ

た
令
和
2
年
。最
初
は
「
対
岸
の
火
事
」

と
思
わ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
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が
世
界
中
で
猛
威
を
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る
い
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ら
ゆ
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ン
ト
の
中
止
や
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業
要

請
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校
な
ど
に
よ
り
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終
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に
は
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急
事
態
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言
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ま
し
た
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れ
に
伴
い
、外
出
自
粛
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れ
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な
ど
、こ
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い
異
常
事
態
と
な
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ま
い
ま

し
た
。

　

テ
レ
ビ
で
飲
食
店
等
が
休
業
し
た

ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
と
、当
た
り
前
に
農

作
業
が
出
来
る
こ
と
は
有
難
い
こ
と
で
、

何
気
な
い
日
常
が
大
事
な
ん
だ
と
改
め

て
思
わ
さ
れ
ま
す
。

　

緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
ま
し
た

が
、有
効
な
治
療
方
法
や
ワ
ク
チ
ン
が

開
発
さ
れ
る
ま
で
、ウ
イ
ル
ス
と
の
戦

い
は
続
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

一
日
も
早
い
終
息
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

最
後
に
農
業
者
の
一
人
と
し
て
今
年

の
稲
作
が
豊
作
と
な
る
よ
う
、き
め
細

や
か
な
水
管
理
と
適
期
作
業
を
心
掛
け

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。   

　
　
　
　
　
（
広
報
委
員　

伊
藤
正
行
）

編

集

後

記

水利権の遵守について水利権の遵守についてについて水利権の遵守について水利権の遵守
かんがい期間：4月26日から9月15日まで

定められた水利用を
規則正しく守りましょう ①降雨の際には給水栓を閉める。

②�ハウスにはタンクを設置し、降雨時の揚水機場停止に備える。
③給水栓から水を出しっぱなしにしない。

節電・節水 にご協力ください

令和3年度採用 新規職員募集

受験申込書の
請求及び申込先

〒999-8232 山形県酒田市市条字村ノ前68番地の１
日向川土地改良区 総務課　TEL：0234-64-32１0
※受験申込書は令和2年8月１１日㈫から取り扱いますのでご請求下さい。
　（郵送希望者はA4判の返信用封筒と120円切手を同封の上請求すること）

採用予定日 　令和3年4月1日  　　 募集職種 　一般事務及び土地改良施設管理

募集人員 　若干名

応募資格 　･平成3年4月2日から平成１１年4月１日までに生まれた方で、大学・短大・高専卒業又は卒業
　　　　　　　　  見込みの方　
　　　　　　　　･自宅から通勤可能な方
　　　　　　　　･普通自動車運転免許を取得している方、もしくは採用時まで取得見込みの方

提出書類 　①職員採用試験受験申込書、②卒業証明書(就学中の方は卒業見込証明書)、③健康診断書

受付期間 　令和2年8月3１日㈪から令和2年9月１１日㈮まで
　　　　　　　　郵送の場合は受付期間最終日の消印有効
　　　　　　　　受付時間は午前9時から午後5時まで（土曜日、日曜日は除く）

試  験  日 　第一次試験　令和2年１0月4日㈰
　　　　　　　　　　　　　　試験内容／教養試験、性格特性検査
　　　　　　　　第二次試験　第一次試験合格者に通知する
　　　　　　　　　　　　　　試験内容／作文試験、面接試験




